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六
二

は
じ
め
に

一
八
七
九
年
六
月
一
日
、
亡
命
先
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
軍
の
一
員

と
し
て
南
ア
フ
リ
カ
で
の
ズ
ー
ル
ー
戦
争
に
参
加
し
て
い
た
皇
太
子

le prince-im
périal

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
四
世
」
は
、
キ
ャ
ン
プ
地
を
探

す
任
務
の
最
中
、
ズ
ー
ル
ー
族
の
襲
撃
に
よ
り
左
肩
と
右
目
に
重
傷

を
負
い
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た（

（
（

。
同
月
二
〇
日
に
よ
う
や
く
パ
リ
に

伝
え
ら
れ
た
こ
の
知
ら
せ
は
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
に
大
き
な
動
揺
を
も

た
ら
し
た
。
皇
太
子
は
、
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
皇
后
ウ
ー
ジ
ェ

ニ
ー
の
間
に
生
ま
れ
た
唯
一
の
子
供
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
ボ
ナ
パ

ル
ト
派
に
と
っ
て
最
後
の
希
望
と
も
言
え
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
死
は
皇
位
継
承
権
を
め
ぐ
る
分
裂
を
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
内
に

も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
〇
年
に
国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
帝
政
憲
法
に
則

れ
ば
、
皇
位
継
承
権
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
い
と
こ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン

公
ジ
ェ
ロ
ー
ムle prince N

apoléon-Jérôm
e

に
移
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
は
予
て
よ
り
共
和
派
と
し
て
知
ら
れ

る
人
物
で
あ
り
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
内
に
は
反
感
を
持
つ
者
も
多
か
っ

た
。
一
方
、
皇
太
子
は
従
軍
前
に
書
い
て
い
た
遺
言
付
加
文
に
お

い
て
、「
私
が
死
ん
だ
場
合
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三

世
の
功
績
を
継
続
す
る
義
務
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
長
男
に
課
せ
ら

れ
る
」
と
記
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
息
子
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公le 

prince-V
ictor

を
継
承
者
と
し
て
指
名
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（
（

。

一
八
七
〇
年
代
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
運
動
を
率
い
て
き
た
議
員

団
ア
ペ
ル
・
オ
・
プ
ー
プ
ルA

ppel au peuple

の
指
導
者
ル
エ
ル

は
上
院
議
員
な
ど
の
有
力
者
た
ち
を
集
め
、
対
応
を
協
議
し
た
結

一
八
八
○
年
代
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
思
想
と
運
動
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一
八
八
○
年
代
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
思
想
と
運
動

六
三

果
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
を
正
統
な
継
承
者
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
な
っ

た
（
（
（

。
し
か
し
、
皇
太
子
の
遺
言
と
い
う
大
義
の
も
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

公
に
反
旗
を
翻
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
も
と
で
の
帝
政
再
建
を
訴
え

る
人
々
が
現
れ
始
め
る
。
そ
の
結
果
、
一
八
八
〇
年
代
の
ボ
ナ
パ
ル

ト
派
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
（
父
）
を
支
持
し
、
共
和
政
内
で
の
改
革
を

支
持
す
る
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派jérôm

istes, révisionnistes

と
、
そ
の

長
男
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
を
支
持
し
、
反
共
和
政
と
帝
政
再
建
を

掲
げ
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派victoriens, im

périalistes

に
分
裂
し
た
状

態
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
八
〇
年
代
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
中
で
も
、

ジ
ェ
ロ
ー
ム
派
は
左
派
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
は
右
派
に
位
置
付
け
ら
れ

る
が
、
本
稿
で
は
特
に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
に
着
目
し
、
そ
の
思
想
と
運

動
を
検
討
す
る
。

さ
て
、
皇
太
子
が
死
去
し
た
一
八
七
九
年
は
、
政
治
史
的
に
は
第

三
共
和
政
の
転
機
と
な
っ
た
年
で
も
あ
る
。
一
八
七
〇
年
九
月
に
第

二
帝
政
が
崩
壊
し
、
共
和
政
が
宣
言
さ
れ
た
後
、
最
初
の
総
選
挙
で

あ
る
七
一
年
二
月
の
下
院
選
以
来
、
政
治
的
実
権
を
握
っ
て
い
た
の

は
王
党
派
だ
っ
た
。
七
三
年
に
は
王
政
復
古
が
寸
前
ま
で
迫
る
な

ど
、
共
和
政
は
非
常
に
不
安
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
七
五
年
に
は

「
第
三
共
和
政
憲
法
」
が
成
立
し
、
七
六
年
の
下
院
選
で
共
和
派
は

勝
利
を
収
め
た
。
さ
ら
に
、
王
党
派
大
統
領
マ
ク
マ
オ
ン
が
下
院
を

解
散
さ
せ
た
の
ち
に
実
施
さ
れ
た
七
七
年
の
下
院
選
で
も
、
共
和
派

は
多
数
派
を
獲
得
し
た
。
七
九
年
一
月
に
は
上
院
で
も
共
和
派
が
多

数
派
に
な
っ
た
こ
と
で
、
マ
ク
マ
オ
ン
は
大
統
領
職
を
辞
任
し
、
穏

健
共
和
派
グ
レ
ヴ
ィ
が
大
統
領
に
就
任
す
る
。
か
く
し
て
、
第
三
共

和
政
誕
生
の
後
、
約
一
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
下
院
、
上
院
、
大

統
領
の
三
権
力
を
共
和
派
が
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
八
一

年
の
下
院
選
で
は
、
保
守
派
九
〇
議
席
に
対
し
、
共
和
派
が
四
五
一

議
席
を
獲
得
し
、
共
和
政
の
「
定
着
」、「
確
立
」
が
は
か
ら
れ
て 

い
く（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
八
一
年
の
選
挙
は
共
和
派
に
と
っ
て
完
全
な
勝

利
と
言
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
五
四
一
の
選
挙
区
中
、
二
五
二

の
選
挙
区
で
保
守
派
の
立
候
補
者
が
不
在
で
あ
り
、
競
合
者
の
い
な

い
選
挙
区
や
、
共
和
派
間
で
争
わ
れ
た
選
挙
区
も
多
か
っ
た
。
共
和

派
の
見
か
け
だ
お
し
の
「
大
勝
」
は
、
潜
在
す
る
保
守
派
支
持
や
共

和
派
間
の
対
立
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
八
五
年
の
下
院

選
で
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
る（

（
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
共
和
派
が
優
位
に
立
っ
て
い
た
政
治
状
況
の
中

で
、
一
八
八
〇
年
代
は
正
統
王
朝
派
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
、
ボ
ナ
パ
ル

ト
派
ら
王
朝
を
土
台
と
し
た
保
守
派
勢
力
に
と
っ
て
は
衰
退
の
時
期

に
当
た
る
。
前
述
の
と
お
り
、
皇
太
子
の
死
は
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
に
深

刻
な
動
揺
を
も
た
ら
し
た
。
他
方
、
八
三
年
に
ブ
ル
ボ
ン
家
の
当
主

シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
が
死
去
し
た
こ
と
で
、
七
三
年
に
は
実
現
し
な

か
っ
た
正
統
王
朝
派
と
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
合
同fusion

が
な
さ
れ
た

が
、
正
統
王
朝
派
の
間
に
は
オ
ル
レ
ア
ン
派
に
対
す
る
懐
疑
が
根
強



史
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六
四

か
っ
た（

（
（

。
フ
ラ
ン
ス
右
翼
研
究
の
泰
斗
ル
ネ
・
レ
モ
ン
は
、
こ
の
時

期
に
関
し
て
、
共
和
政
の
勝
利
は
王
朝
を
土
台
と
し
た
右
翼
に
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
と
い
か
に
向
き
合
う
か
と
い
う
問
題
を
突
き
つ
け
た
う
え

に
、
王
朝
の
断
絶
と
勢
力
の
衰
退
に
よ
り
、
保
守
派
間
の
融
合
が
進

む
時
代
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
衰
退
の
一

途
を
た
ど
る
勢
力
で
あ
る
た
め
か
、
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ス
ム
を
契
機
と
す

る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
と
い
う
新
た
な
右
翼
勢
力
の
勃
興
に
対
し
、
一

八
八
〇
年
代
の
王
朝
を
土
台
と
し
た
右
翼
・
保
守
派
は
こ
れ
ま
で
十

分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
（
（
（

。
そ
こ
で
、
本
稿
は
ヴ
ィ
ク

ト
ル
派
と
い
う
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
内
の
一
勢
力
を
通
じ
て
、
第
三
共
和

政
期
の
右
翼
勢
力
の
一
側
面
に
光
を
当
て
た
い
。

で
は
、
こ
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
は
第
三
共
和
政
期
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
派

研
究
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
日

本
に
お
け
る
第
三
共
和
政
期
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
研
究
が
ほ
ぼ
皆
無
で

あ
る
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
の
多
く
は
、
本
来

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
権
威
」
か
ら
な
る
両
義
性
を
特
徴
と
す
る

ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
が
、
第
三
共
和
政
期
に
お
い
て
、
党
派
の
構
造

的
な
問
題
や
王
党
派
ら
保
守
派
勢
力
と
の
協
力
を
通
じ
て
、
左
派
的

な
側
面
を
放
棄
し
、「
保
守
化
」
す
る
過
程
を
描
い
て
き
た（

（
（

。
そ
し

て
、
政
治
勢
力
と
し
て
の
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
の
「
保
守
化
」
は
、

ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
勢
力
衰
退
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
、
反
共
和
政
を
掲
げ
た
ヴ
ィ
ク

ト
ル
派
の
成
立
は
、
党
派
の
分
裂
を
招
い
た
保
守
的
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ

ス
ム
の
発
露
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
現
れ
る
ボ

ナ
パ
ル
ト
派
の
勢
力
衰
退
の
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
と

言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
理
念
や
運
動
の
実
態
に
関
す

る
本
格
的
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
党
派
の
指
導
者
層
に
視
点
を

定
め
た
研
究
や
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
伝
記
的
研
究

が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
自
体
の
問
題

に
は
深
く
立
ち
入
っ
て
い
な
い（

（1
（

。

そ
う
し
た
な
か
、
旧
来
の
保
守
派
勢
力
と
世
紀
末
に
台
頭
す
る
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
勢
力
の
関
係
を
論
じ
た
ジ
ョ
リ
ー
の
研
究
が
、
一
八

八
〇
年
代
以
降
の
政
治
勢
力
と
し
て
の
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
を
検
討

し
て
い
る
。
彼
は
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
「
保
守
化
」
を
あ
る
種
否
定
的

な
意
味
を
込
め
て
「
悲
劇
」
と
呼
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
批

判
し
て
、
政
治
的
な
文
脈
を
重
視
す
る
新
た
な
視
点
を
提
供
し
た（

（1
（

。

な
る
ほ
ど
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
を
中
心
と
し
た
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
の

「
保
守
化
」
自
体
は
確
か
に
起
こ
っ
た
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
共

和
政
と
い
う
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
「
確
立
」
し
て
い
く
一
方
、
王
朝
を

土
台
と
し
た
右
翼
が
衰
退
す
る
中
で
、「
保
守
化
」
と
勢
力
の
衰
退

が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
ジ
ョ
リ
ー
は
問
題
と
し
て
い
る
。
ボ
ナ
パ
ル

ト
派
の
衰
退
の
最
た
る
要
因
は
、「
保
守
化
」
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、

共
和
政
の
成
立
に
よ
っ
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
権
威
か
ら
な
る
ボ
ナ



一
八
八
○
年
代
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
思
想
と
運
動

六
五

パ
ル
テ
ィ
ス
ム
の
存
在
理
由
が
、
強
力
な
行
政
権
と
い
う
一
点
を
除

き
、
消
滅
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
、
と
ジ
ョ
リ
ー
は
主
張
し
て
い
る（

（1
（

。

ジ
ョ
リ
ー
の
視
点
は
示
唆
的
な
も
の
で
あ
り
本
稿
も
基
本
的
に
同

じ
立
場
を
と
る
が
、
彼
の
研
究
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
す
る
側
面
の

記
述
が
乏
し
く
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
が
志
向
す
る
帝
政
像
が
曖
昧
な
ま

ま
で
あ
る
。
ま
た
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
は
、
分
析
対
象
の
一
部
で
あ

り
、
か
つ
対
象
時
期
を
広
く
設
定
し
て
い
る
た
め
、
個
々
の
事
象
の

分
析
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
第
一
章
で
、
ジ
ュ
ー

ル
・
ア
ミ
ー
グJules A

m
igues

（
一
八
二
九
〜
一
八
八
三
）
と
、

ポ
ー
ル
・
ド
・
カ
サ
ニ
ャ
ッ
クPaul de Cassagnac

（
一
八
四
二

〜
一
九
〇
六
）
と
い
う
二
人
の
人
物
が
、
新
聞
や
小
冊
子
な
ど
で
展

開
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
通
じ
て
、
形
成
期
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
思

想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
第
二
章
で

は
、
出
版
物
の
他
に
、
パ
リ
の
警
視
庁
文
書
館
所
蔵
の
報
告
書
を
用

い
て（

（1
（

、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
の
実
態
と
そ
の
展
開
を
検
討
す
る
。

ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
中
で
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
継
承
を
支
持
し
、

共
和
政
内
で
の
人
民
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
大
統
領
制
を
求
め
た
と

さ
れ
る
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派
が
左
派
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、
帝

政
再
建
を
訴
え
、
王
党
派
と
の
強
力
に
積
極
的
だ
っ
た
点
に
お
い

て
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
は
右
派
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派

の
運
動
に
よ
っ
て
、「
保
守
化
」
が
確
か
に
起
こ
っ
た
と
し
て
、
で

は
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
帝
政
を
求
め
、
ど
の
よ
う
な
運
動
を
展
開

し
、
な
ぜ
「
保
守
化
」
し
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
た
の
か
。
一
八
八
〇
年
代
前
半
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム

と
い
う
新
た
な
右
翼
勢
力
の
起
点
と
な
っ
た
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ス
ム
を

迎
え
る
前
の
時
期
に
当
た
る
。
思
想
と
運
動
の
実
態
の
両
面
か
ら
、

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
三
共
和
政
初
期
の

右
翼
勢
力
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
章 

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
思
想

第
一
節
　
ヴ
ィ
ク
ト
ル
支
持
が
意
味
す
る
も
の

ナ
ポ
レ
オ
ン
公
に
対
す
る
批
判
と
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
へ
の
支
持
を

熱
心
に
表
明
す
る
こ
と
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
形
成
を
思
想
的
に

主
導
し
た
の
は
ポ
ー
ル
・
ド
・
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
と
ジ
ュ
ー
ル
・
ア

ミ
ー
グ
と
い
う
二
人
の
人
物
で
あ
る
。
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
「
権
威

主
義
者
」autoritaire

と
自
己
規
定
す
る（

（1
（

、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

り
、
ジ
ェ
ー
ル
県
選
出
の
代
議
士
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、
ア
ミ
ー
グ

は
「
民
主
的
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ト
」bonapartiste dém

ocratique

と
自
己
規
定
す
る（

（1
（

、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
兼
政
治
活
動
家
で
あ
る
。
前

者
は
日
刊
紙
『
ペ
イ
』L

e Pays

の
、
後
者
は
日
刊
紙
『
プ
チ
・
カ

ポ
ラ
ル
』L

e Petit caporal

の
主
幹
を
務
め
て
お
り
、
両
紙
は

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
主
要
な
媒
体
と
な
っ
た
。
カ
サ

ニ
ャ
ッ
ク
は
皇
太
子
の
死
の
報
道
と
と
も
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
へ
の



史
観
第
一
七
八
冊

六
六

支
持
を
表
明
し
（
（1
（

、「
共
和
派
で
あ
る
と
同
時
に
皇
帝
で
あ
る
と
主
張

し
な
が
ら
、
共
和
国
の
市
民
た
る
こ
と
を
望
む
こ
と
は
困
難
で
あ

る
」
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
を
批
判
し
た（

（1
（

。
ま
た
ア
ミ
ー
グ
も
「
あ
る
君

主
が
共
和
派
の
体
制
の
支
持
者
で
あ
る
同
時
に
、
君
主
政
の
原
理
の

代
表
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
滑
稽
で
あ
る
」
と

述
べ
る（

（1
（

。
両
者
の
理
屈
に
従
え
ば
、
帝
政
再
建
を
目
指
す
た
め
に

は
、
共
和
派
と
し
て
活
動
し
て
き
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
は
自
身
の
過
去

と
決
別
し
、
毅
然
と
帝
政
の
遺
産
を
引
き
継
ぐ
意
思
を
表
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

（1
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
一
八
七
〇
年
代
に
こ
の
二
人
の
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ

ス
ト
が
訴
え
て
い
た
再
建
す
べ
き
帝
政
の
姿
に
は
、
か
な
り
の
差
異

が
あ
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
の
志
向

す
る
帝
政
と
は
一
八
五
二
年
の
そ
れ
で
あ
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危

険
性
の
一
方
で
、
時
代
の
不
可
逆
性
を
認
識
し
て
い
た
カ
サ
ニ
ャ
ッ

ク
は
、
不
安
定
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
に
お
い
て
、
人
民
に
よ
っ

て
承
認
さ
れ
る
皇
帝
と
い
う
存
在
に
よ
っ
て
、
秩
序
を
維
持
す
る
権

威
的
な
政
体
と
し
て
帝
政
を
認
識
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
基
盤
た

る
「
人
民
」
は
農
村
部
の
住
人
で
あ
り
、
都
市
部
の
「
革
命
的
」
人

民
は
「
人
民
」
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る（

（2
（

。

一
方
、
ア
ミ
ー
グ
の
志
向
す
る
帝
政
と
は
一
八
六
〇
年
以
降
の
そ

れ
で
あ
る
。
彼
は
第
二
帝
政
後
半
期
の
自
由
化
と
、
皇
帝
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
で
の
労
働
者
の
境
遇
改
善
を
称
揚
し
、
帝
政
再
建

を
訴
え
た
。
ま
た
普
通
選
挙
と
人
民
投
票
に
基
づ
く
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
政
体
と
い
う
点
に
お
い
て
、
帝
政
と
は
共
和
政
的
政
体
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ミ
ー
グ
は
皇
帝
の
主
導
で
社
会
問
題
を

解
決
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
体
と
し
て
帝
政
を
認
識
し
て
い
た
と

言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
基
盤
た
る
「
人
民
」
と
し
て
、
都
市
部
の

労
働
者
を
想
定
し
て
い
た
。
彼
は
労
働
者
の
境
遇
改
善
の
た
め
に

帝
政
再
建
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
点
に
お
い
て
「
社
会
主
義

的
」
と
さ
れ
る
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ト
で
あ
っ
た（

（2
（

。
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は

ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
右
派
、
ア
ミ
ー
グ
は
左
派
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
両
者
の
帝
政
像
の
隔
た
り
は
非
常
に
深
く
、
七
三
年
に
は
、

「
人
民
」
を
巡
る
問
題
で
論
争
を
も
行
っ
て
い
る
。

こ
の
二
人
が
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
名
の
下
に
接
近
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル

派
の
運
動
を
主
導
し
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
簡
潔
に
言
え
ば
、
両

者
に
と
っ
て
帝
政
は
フ
ラ
ン
ス
に
再
建
さ
れ
る
べ
き
「
制
度
」
だ
か

ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
ミ
ー
グ
は
以
下
の
よ
う
に
帝
政
再
建
を
訴

え
て
い
る
。

　
「
皇
帝
は
死
ん
だ
。
皇
太
子
は
死
ん
だ
。
し
か
し
、
帝
政
は

生
き
返
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
人
物
や
血
筋
が
政
治
的
な
原
理

を
象
徴
す
る
場
合
、
そ
の
人
物
の
死
や
、
血
筋
の
断
絶
だ
け
で

は
、
公
的
な
利
害
や
大
衆
の
本
能
を
、
そ
の
人
物
や
血
筋
に
結

び
つ
け
る
自
然
な
き
ず
な
を
断
つ
に
は
十
分
で
は
な
い
か
ら
。



一
八
八
○
年
代
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
思
想
と
運
動

六
七

あ
る
制
度
は
、
そ
の
運
命
に
ど
ん
な
有
為
転
変
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
歴
史
的
な
役
割
が
枯
渇
し
た
と
き
に
し
か
、
世
界
に
、

と
り
わ
け
そ
の
制
度
が
生
ま
れ
た
国
に
も
た
ら
す
べ
き
全
て
の

使
命
を
果
た
し
終
え
た
と
き
に
し
か
、
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

［
…
］
帝
政
は
、
制
度
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
そ
の
歴

史
的
な
役
割
を
終
え
て
は
い
な
い（

（2
（

。」

ア
ミ
ー
グ
に
と
っ
て
帝
政
と
は
フ
ラ
ン
ス
に
再
建
さ
れ
る
べ
き

「
制
度
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
再
建
の
た
め
に
は
一
人
の
ボ
ナ

パ
ル
ト
と
し
て
、
皇
帝
た
り
う
る
人
物
が
必
要
で
あ
っ
た（

（2
（

。
七
〇
年

代
の
ア
ミ
ー
グ
の
言
説
に
お
け
る
「
左
翼
的
」
側
面
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

か
ら
か
、
彼
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
支
持
者
と
し
て
の
一
面
を
詳
し
く
検
討

す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
皇
太
子
の
死
以
降
の
ア

ミ
ー
グ
に
お
い
て
も
、
そ
の
帝
政
像
は
七
〇
年
代
に
彼
が
掲
げ
て
い

た
も
の
と
大
き
な
変
わ
り
は
な
い
。
七
九
年
一
二
月
、
ノ
ー
ル
県
カ

ン
ブ
レ
ー
に
お
け
る
補
欠
選
に
立
候
補
し
た
ア
ミ
ー
グ
は
「
労
働
者

階
級
の
利
害
の
擁
護
者
」
を
自
認
し
て
立
候
補
し
て
お
り（

（2
（

、
ま
た
八

〇
年
に
は
在
野
期
の
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
目
標
は
「
サ
ン
・
シ
モ

ン
的
」
な
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に（

（2
（

、
彼
は
あ
く
ま

で
自
身
が
志
向
す
る
帝
政
の
再
建
を
掲
げ
て
い
た
と
言
え
る
。

一
方
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代
に
お
け
る
秩
序
を
重
要
視
し
、
強
固

な
反
共
和
政
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
展
開
し
た
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
右
派
の
カ

サ
ニ
ャ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
共
和
政
を
容
認
す
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
へ

の
反
対
姿
勢
と
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
支
持
の
理
由
は
ア
ミ
ー
グ
と
比
較
す

る
と
よ
り
明
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
す
で
に
一
八
七
〇
年
代
前

半
に
、「
帝
政
主
義
」im

périalism
e

な
る
論
理
を
展
開
し
て
い
た
。

こ
の
論
理
は
帝
政
（
＝
一
八
五
二
年
体
制
）
を
再
建
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
必
ず
し
も
ボ
ナ
パ
ル
ト
家
に
よ
る
も
の
で
な
く
と
も
構
わ
な

い
、
と
い
う
主
張
で
あ
る（

（2
（

。
帝
政
主
義
を
最
初
に
打
ち
出
し
た
時
点

で
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
皇
太
子
の
死
に
よ
る
共
和
派
ナ
ポ
レ
オ
ン
公

の
皇
位
継
承
を
懸
念
し
て
い
る（

（2
（

。
そ
し
て
、「
フ
ラ
ン
ス
が
存
在
す

る
限
り
、
普
通
選
挙
の
フ
ラ
ン
ス
が
、
暴
動
の
フ
ラ
ン
ス
が
、
革
命

の
フ
ラ
ン
ス
が
あ
る
限
り
、
帝
政
主
義
は
唯
一
可
能
な
政
府
の
形
態

と
し
て
、
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
運
命
付
け
ら
れ
て
い
る（

（2
（

」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
帝
政
が
不
安
定
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
に
お

い
て
未
だ
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
強
調
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
ミ
ー
グ
に
お
い
て
も
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
に

お
い
て
も
帝
政
は
あ
る
種
の
「
制
度
」
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
再
建
さ

れ
る
べ
き
政
体
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
（
現
行
の
）
共
和
政
は
否
定
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
共
和
派
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
継
承
は
受
け
入

れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル

派
は
、
継
承
権
の
正
統
性
に
お
け
る
「
帝
政
主
義
」
的
立
場
ゆ
え

に
、
帝
政
派im

périalistes

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
七
九
年
一
二
月
の
ノ
ー
ル
県
で
の
補
選
へ
の
出
馬
を
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八

同
県
や
パ
リ
で
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
指
導
者
層
か
ら
反
対
さ
れ
た

ア
ミ
ー
グ
を
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
が
擁
護
し
て
以
降
（
（2
（

、
両
者
は
接
近
し
、

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
く
。
ボ
ナ
パ
ル
ト

派
右
派
の
ポ
ー
ル
・
ド
・
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
左
派
に
位

置
付
け
ら
れ
る
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ミ
ー
グ
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
も

基
点
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
が
出
発
し
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、

ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
単
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
に
反
感

を
抱
く
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
右
派
勢
力
の
結
集
な
の
で
は
な
く
、
思
想
の

左
右
を
問
わ
ず
、
一
八
七
九
年
以
降
も
あ
く
ま
で
帝
政
再
建
を
求
め

る
人
た
ち
に
と
っ
て
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
も
、
機
能
し
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
志
向
す
る
帝
政

の
差
異
は
解
消
さ
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
り
、
第
二
章
で
検
討
す
る
よ
う

に
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
内
で
の
対
立
の
火
種
を
残
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
「
保
守
的
」
特
徴

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
と
い
う
集
団
の
形
成
は
、
帝
政
再
建
を
求
め
る
姿

勢
か
ら
の
、
共
和
政
を
容
認
す
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
継
承
へ
の
反
対

か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
に
対
す
る
批

判
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
の
中
核
を
占
め
る
と
同
時
に
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
公
が
認
め
た
共
和
政
と
そ
の
政
策
に
対
し
て
も
、
批
判
が
展
開
さ

れ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
ヴ
ィ

ク
ト
ル
派
は
反
共
和
政
右
翼
勢
力
で
あ
る
。

カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
、
第
二
帝
政
末
期
か
ら
猛
烈
な
反
共
和
派
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
を
繰
り
広
げ
た
保
守
派
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、

彼
の
反
共
和
政
の
姿
勢
は
、
八
〇
年
代
前
半
も
顕
著
で
あ
る
。
ア

ミ
ー
グ
も
自
身
が
所
有
す
る
媒
体
に
お
い
て
共
和
政
の
政
策
や
現
状

を
熱
心
に
批
判
し
続
け
た
。
彼
は
民
衆
が
悲
惨
な
状
況
に
陥
っ
て
い

る
最
大
の
原
因
は
「
政
治
制
度
の
不
安
定
性
」
に
あ
る
と
し
て
、
オ

ポ
チ
ュ
ル
ニ
ス
ト
を
批
判
し
（
（3
（

、
そ
の
も
と
で
の
社
会
問
題
の
解
決
は

不
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
た（

（3
（

。
ア
ミ
ー
グ
も
、
帝
政
再
建
を
前
提
と

し
た
反
共
和
政
論
者
と
い
う
点
で
は
「
保
守
派
」
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
同
時
に
彼
が
重
視
す
る
労
働
者
問
題
・
社
会
問
題
か
ら
の
観
点
か

ら
な
さ
れ
て
も
い
た
と
い
う
点
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
内
の
多
様
性
を

体
現
す
る
存
在
だ
っ
た
と
言
え
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
共
和
派
政
府
に
対
す
る
批
判
の
中
で
も
、
最
も

注
目
す
べ
き
は
、
反
修
道
院
政
策
へ
の
批
判
で
あ
る
。
七
九
年
か
ら

八
〇
年
に
か
け
て
共
和
派
政
府
は
イ
エ
ズ
ス
会
を
中
心
と
し
た
無
認

可
の
修
道
会
を
解
散
さ
せ
る
政
策
を
打
ち
出
し
た（

（3
（

。
こ
れ
に
対
し
て

ナ
ポ
レ
オ
ン
公
が
「
迫
害
で
は
な
く
、
公
法
に
不
可
欠
な
規
定
で
あ

る
」
と
擁
護
し
た
こ
と
も
重
な
り（

（3
（

、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
姿
勢
へ
の
批

判
と
と
も
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
メ
デ
ィ
ア
は
共
和
派
の
反
修
道
会

政
策
を
熱
心
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
二
帝
政
期
か
ら
キ
リ
ス
ト
教

を
社
会
秩
序
の
中
軸
に
据
え
て
い
た
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は（

（3
（

、
当
然
の
ご

と
く
、
信
仰
の
自
由
を
破
壊
す
る
共
和
政
と
キ
リ
ス
ト
教
は
共
存
で



一
八
八
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ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
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六
九

き
な
い
と
断
言
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
れ
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
中
で
も
左
派

に
位
置
す
る
ア
ミ
ー
グ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ア
ミ
ー
グ
も
反

修
道
院
政
策
を
信
仰
の
自
由
へ
の
侵
害
と
し
て
位
置
付
け
、
共
和
政

の
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
の
一
角
を
な
す
「
自
由
」
と
は
、
一
部

の
セ
ク
ト
に
よ
る
、
他
者
へ
の
醜
悪
な
不
寛
容
で
し
か
な
い
と
批
判

を
展
開
し
た（

（3
（

。
七
〇
年
代
か
ら
王
党
派
と
の
保
守
派
間
で
の
同
盟
政

策
を
熱
心
に
提
唱
し
て
い
た
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
こ
の
問

題
に
関
し
て
は
、
ア
ミ
ー
グ
も
正
統
王
朝
派
と
の
共
闘
に
積
極
的
な

姿
勢
を
示
す
な
ど（

（3
（

、
共
和
派
政
府
の
攻
撃
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
を
擁
護

す
る
と
い
う
立
場
に
関
し
て
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
は
「
保
守
的
」
集

団
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

帝
政
観
そ
の
も
の
に
差
異
が
あ
る
と
は
い
え
、
ア
ミ
ー
グ
と
カ
サ

ニ
ャ
ッ
ク
が
共
に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
を
支
持
し
た
と
い
う
事
実
は
、
そ

れ
が
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ト
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
共
和
派
政
府
の
反
カ
ト
リ
ッ
ク
政
策
に
対
し
、
教
会
を
擁

護
す
る
立
場
を
と
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派

の
運
動
は
そ
の
初
期
か
ら
、
反
共
和
政
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
で

は
「
保
守
的
」
な
様
相
も
帯
び
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
っ
た
。
帝

政
支
持
の
理
由
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
次
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
保
守
性
は
、
共
和
政
が
確
立
し
て
い
く
中
で
展
開
さ
れ
て

い
く
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
に
お
い
て
、
よ
り
明
白
な
も
の
と
な
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

第
二
章
　
運
動
の
展
開
：
一
八
八
〇
〜
一
八
八
五

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
の
実
態
の
検
討
に
入
る
前
に
ま
ず
、
そ
れ

が
抱
え
て
い
た
制
約
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
第
一
に
、
心
情
的
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
を
支
持
す
る
も
の
の
、

人
民
投
票
で
承
認
さ
れ
た
憲
法
に
基
づ
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
皇
位
継

承
権
を
認
め
る
者
が
議
員
レ
ベ
ル
で
は
多
く
、
大
々
的
に
ヴ
ィ
ク
ト

ル
支
持
を
表
明
す
る
議
員
は
少
な
か
っ
た（

（3
（

。
第
二
に
、
七
九
年
時
点

で
ま
だ
一
七
歳
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
は
父
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
影

響
下
に
あ
り
、
勉
学
の
た
め
に
長
く
国
外
に
居
住
し
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
自
身
の
同
意
・

意
志
を
棚
上
げ
に
し
た
ま
ま
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公

に
よ
る
運
動
へ
の
公
的
な
承
認
は
な
が
く
得
ら
れ
ず
、
ま
た
運
動
自

体
を
否
認
さ
れ
る
危
険
す
ら
は
ら
ん
で
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヴ
ィ
ク

ト
ル
派
の
具
体
的
な
活
動
は
選
挙
・
議
会
レ
ベ
ル
よ
り
も
、
出
版
に

よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
運
動
の
組
織
化
に
重
き
を
置
い
た
も
の
と

な
っ
た
。
帝
政
再
建
の
た
め
に
は
ま
ず
皇
帝
と
な
る
人
物
が
必
要
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
に
と
っ
て
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル

公
に
支
持
を
集
め
る
こ
と
で
公
的
な
継
承
者
で
あ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
公

に
譲
位
を
迫
る
こ
と
が
優
先
事
項
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。



史
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七
〇

第
一
節
　
運
動
の
始
ま
り
：
一
八
八
〇
〜
一
八
八
一
年

一
八
八
〇
年
一
月
、
サ
ン
・
ト
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
教
会
お
よ
び
サ

ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
ル
ー
ル
教
会
で
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
命

日
の
祈
念
す
る
ミ
サ
の
後
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
に
よ
る
示
威
行
動
が

起
こ
さ
れ
、
騒
動
へ
と
発
展
し
た（

（3
（

。
後
者
の
ミ
サ
の
際
、
ジ
ュ
ー

ル
・
ア
ミ
ー
グ
の
不
在
の
理
由
を
聞
か
れ
た
息
子
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ア
ミ
ー
グ
は
多
数
の
民
衆
を
引
き
連
れ
、
自
宅
の
あ
る
シ
テ
・
ベ
ル

ジ
ェ
ー
ル
へ
向
か
っ
た
。
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ミ
ー
グ
は
、
こ
の
出
来
事

に
よ
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
支
持
の
世
論
が
確
実
に
存
在
す
る
の
だ
と

主
張
し
た（

（4
（

。
そ
し
て
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
以
下
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

　
「
真
実
と
は
、
サ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
や
サ
ン
・
ト
ー
ギ
ュ
ス

タ
ン
に
は
、
た
く
ま
し
い
腕
と
勇
敢
な
心
を
持
っ
た
四
千
人
あ

る
い
は
五
千
人
も
の
偉
丈
夫
た
ち
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。［
…
］

　

こ
れ
以
上
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
指
導
者
た
ち
は
、
私
た
ち
に

は
理
解
で
き
な
い
慎
重
な
態
度
を
取
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

［
…
］
彼
ら
民
衆
の
ざ
わ
め
き
を
聞
け
。［
…
］
次
第
に
大
き
く

な
る
、
党
指
導
者
た
ち
の
無
気
力
と
た
め
ら
い
を
糾
弾
す
る
こ

の
ざ
わ
め
き
を
！
そ
し
て
「
前
へ
！
」
と
の
叫
び
を
！（

（4
（

 

」

こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
組
織
を
持
た
な
い
時
点
で
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派

の
運
動
は
皇
帝
や
皇
太
子
の
誕
生
日
や
命
日
を
記
念
す
る
ミ
サ
を
通

じ
て
行
わ
れ
た
。
一
月
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
命
日
の
ほ
か
、
六
月

の
皇
太
子
の
命
日
や
八
月
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
誕
生
日
を
祈
念
す

る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
ミ
サ
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
支
持
の
世
論
の
存
在

を
喚
起
す
る
た
め
の
示
威
行
動
の
場
と
な
っ
て
ゆ
く（

（4
（

。
こ
う
し
た

文
脈
の
中
で
、
ア
ミ
ー
グ
は
自
身
の
挿
絵
入
り
週
刊
誌
『
ド
ロ
ワ
・

ド
ゥ
・
プ
ー
プ
ル
』L

e D
roit du peuple

に
、
肩
を
並
べ
て
ミ
サ

か
ら
帰
る
ア
ミ
ー
グ
と
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
が
群
衆
に
歓
呼
さ
れ
る
図
像

や
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
肖
像
画
を
掲
載
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
と
ヴ
ィ

ク
ト
ル
支
持
者
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る（

（4
（

。

そ
し
て
、
同
年
一
〇
月
、
シ
ル
ク
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
に
お
い
て

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
公
開
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
集
会
は
約
三
千

人
を
集
め
た
う
え
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
に
譲
位
を
求
め
る
委
員
の
任

命
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
大
々
的
に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
継
承
権
が
訴
え

ら
れ
た（

（4
（

。
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
こ
の
集
会
の
成
功
は
「
帝
政
派
の
目
覚

め
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
人
民
投
票
の
原
理
の
も
と
「
人
民
に

君
主
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
譲
位
を

主
張
し
た（

（4
（

。
ミ
サ
を
利
用
し
た
形
式
か
ら
シ
ル
ク
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

で
の
公
開
集
会
へ
と
運
動
が
発
展
し
た
背
景
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の

組
織
化
の
動
き
が
あ
る
。
一
八
八
〇
年
九
月
時
点
で
運
動
の
方
針
を

協
議
す
る
コ
ミ
テCom

ité des Ricolletes

の
存
在
が
確
認
さ
れ
て

い
る（

（4
（

。
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七
一

し
か
し
な
が
ら
、
シ
ル
ク
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
で
の
公
開
集
会
以

降
、
運
動
に
大
き
な
展
開
は
な
く
、
慎
重
な
姿
勢
が
目
立
つ
よ
う
に

な
る
。
八
〇
年
一
一
月
や
八
一
年
三
月
に
は
大
規
模
な
公
開
集
会
を

開
催
す
る
話
も
出
る
が
、
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経

過
の
背
景
に
は
大
規
模
な
集
会
を
望
む
ア
ミ
ー
グ
と
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム

派
か
ら
の
激
し
い
批
判
の
な
か
で
、
ま
ず
は
組
織
化
を
優
先
し
よ
う

と
す
る
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
と
の
方
針
の
違
い
が
確
認
さ
れ
る（

（4
（

。
さ
ら
に

は
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
た
ア
ミ
ー
グ
の
日
刊
紙
『
プ
チ
・
カ
ポ
ラ

ル
』
も
買
収
さ
れ
、
運
動
は
大
き
な
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
る（

（4
（

。

皇
太
子
の
死
と
、
そ
れ
に
よ
る
党
派
の
分
裂
と
い
う
混
乱
の
中
、

八
一
年
八
月
末
〜
九
月
初
め
に
行
わ
れ
た
下
院
選
に
お
い
て
、
ボ
ナ

パ
ル
ト
派
は
大
き
く
勢
力
を
後
退
さ
せ
た
。
立
候
補
者
自
体
も
減
少

し
、
議
席
数
も
約
四
〇
議
席
と
七
七
年
の
選
挙
か
ら
半
減
し
た（

（4
（

。
同

じ
頃
に
は
パ
リ
の
各
区
に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
コ
ミ
テ
を
組
織
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
失
敗
に
終
わ
り
、
ア
ミ
ー
グ
と
カ

サ
ニ
ャ
ッ
ク
両
者
と
も
に
慎
重
な
姿
勢
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る（

（5
（

。
こ

の
よ
う
に
、
八
〇
年
一
〇
月
の
公
開
集
会
以
降
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の

運
動
は
、
一
年
以
上
の
停
滞
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
運
動
の
高
揚
：
一
八
八
二
年

と
こ
ろ
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
は
八
二
年
初
め
か
ら
徐
々
に

進
展
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
は
あ
る
種
の
運
動
の
高

揚
期
と
言
え
る
。
共
和
政
の
象
徴
で
あ
る
ガ
ン
ベ
ッ
タ
内
閣
の
失
墜

が
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
に
活
気
を
与
え
る
一
方
（
（5
（

、『
プ
チ
・
カ
ポ
ラ
ル
』

へ
の
ア
ミ
ー
グ
の
復
帰
が
さ
さ
や
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（5
（

。
そ
し
て

同
年
三
月
に
は
、
ア
ミ
ー
グ
派
の
ア
ン
リ
・
デ
ィ
シ
ャ
ー
ルH

enri 
D

ichard

（
一
八
四
五
～
？
） 

が
、
同
紙
の
主
幹
に
な
り（

（5
（

、
こ
れ
以

降
、
運
動
は
活
発
化
し
て
い
く（

（5
（

。
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
の
経
歴
は
判
然
と

し
な
い
が
、
元
陸
軍
軍
人
で
あ
り
、
七
〇
年
代
半
ば
に
パ
リ
の
ボ
ナ

パ
ル
ト
派
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（5
（

。

同
時
期
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
日
刊
紙
と
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派
日
刊
紙
の
間

で
、
父
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
と
息
子
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
政
治
信
条
を
巡
っ

て
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
は
ナ

ポ
レ
オ
ン
公
と
は
異
な
り
、
共
和
国
を
嫌
悪
し
、
神
を
擁
護
し
て
い

る
と
主
張
し
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派
に
論
戦
を
挑
ん
だ（

（5
（

。
こ
の
論
争
に
対

し
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
は
、
書
簡
を
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派
の
日
刊
紙
に
掲
載

す
る
こ
と
で
、
論
戦
の
沈
静
化
を
図
っ
た
。
そ
の
書
簡
で
、
ヴ
ィ
ク

ト
ル
公
は
父
へ
の
敬
意
と
論
争
へ
の
疑
義
を
述
べ
た
う
え
で
、「
私

の
関
心
は
、
私
が
冠
す
る
名
に
値
す
る
人
間
に
な
る
こ
と
、
義
務
を

果
す
よ
う
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
時
に
祖
国
に
奉
仕
す
る
準
備
を
す
る

こ
と
で
す
」
と
述
べ
て
い
る（

（5
（

。
こ
れ
を
受
け
て
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は

そ
の
真
意
を
尋
ね
る
た
め
に
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
居
住
す
る
ヴ
ィ

ク
ト
ル
公
を
訪
問
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
か
ら
、
共

和
政
に
共
感
を
示
す
父
と
政
治
信
条
を
共
有
し
て
い
な
い
こ
と
、
志



史
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七
二

願
兵
役
を
終
え
れ
ば
政
治
運
動
に
参
加
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
伝

え
ら
れ
た（

（5
（

。

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
到
達
点
と
言
え
る
一

八
八
二
年
八
月
一
五
日
の
サ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ァ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
公

開
集
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

こ
の
集
会
の
準
備
の
た
め
に
多
く
の
私
的
会
合
が
行
わ
れ
、
特
別
委

員
会
の
結
成
、
呼
び
か
け
の
手
段
、
集
会
が
成
功
し
た
後
の
パ
リ
の

各
区
で
の
コ
ミ
テ
の
設
置
と
い
っ
た
事
柄
が
盛
ん
に
協
議
さ
れ
て
い

る
（
（5
（

。
そ
う
し
た
過
程
か
ら
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
が
自
身
の
存
在
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に

約
一
万
五
千
枚
も
の
案
内
状
が
配
ら
れ（

（6
（

、
そ
の
結
果
、
約
五
千
人
が

集
ま
っ
た
大
規
模
な
集
会
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
ヴ
ィ
ク

ト
ル
派
を
指
導
す
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
ア
ミ
ー
グ
と
カ
サ
ニ
ャ
ッ

ク
の
両
名
が
登
壇
し
、
大
勢
の
聴
衆
に
向
け
て
講
演
を
行
な
っ
た

の
で
あ
る
。『
プ
チ
・
カ
ポ
ラ
ル
』
の
翌
日
の
号
に
は
両
者
の
講
演

が
付
録
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
。
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
は
、「
こ
の
日
、

私
た
ち
の
年
代
記
に
お
い
て
眩
い
ば
か
り
の
光
が
刻
印
さ
れ
た
。
こ

の
日
は
帝
政
派
支
持
の
世
論
の
目
覚
め
の
日
で
あ
り
、
皇
太
子
の
死

以
来
最
初
の
大
規
模
な
示
威
行
動
の
日
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（6
（

。

さ
ら
に
翌
々
日
に
は
、「
帝
政
が
打
ち
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
が
全
体

的
な
印
象
で
あ
っ
た
。
今
や
、
帝
政
派
は
共
通
の
希
望
と
共
通
の
行

動
の
も
と
に
団
結
し
て
い
る
の
だ
」
と
熱
を
込
め
て
集
会
の
成
功
を

書
き
記
し
て
い
る（

（6
（

。

か
く
し
て
そ
の
存
在
を
世
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
は

運
動
の
本
格
的
な
組
織
化
へ
と
向
か
っ
た（

（6
（

。
サ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ァ

グ
ラ
ム
の
集
会
の
約
二
ヶ
月
後
に
は
パ
リ
の
四
区
、
五
区
、
六
区
、

七
区
、
八
区
、
一
〇
区
、
一
一
区
、
一
二
区
、
一
三
区
、
一
五
区
、

十
六
区
、
一
七
区
、
一
八
区
、
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
、

ク
ー
ル
ブ
ヴ
ォ
ワ
、
ロ
マ
ン
ヴ
ィ
ル
に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
コ
ミ
テ
の

存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
警
視
庁
文
書
か
ら
は
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
が

こ
の
組
織
化
に
熱
心
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
少

な
く
と
も
一
区
、
二
区
、
五
区
、
九
区
、
一
三
区
、
一
六
区
で
の

コ
ミ
テ
結
成
を
議
題
と
し
た
私
的
集
会
に
出
席
し
、
そ
の
必
要
性

を
熱
心
に
説
い
て
回
っ
て
い
る（

（6
（

。
こ
れ
ら
の
コ
ミ
テ
は
、
委
員
長

président

、
副
委
員
長vice-président

、
書
記secrétaire

を
選
出

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
規
約
を
備
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
警
視

庁
文
書
か
ら
は
、
六
区
に
つ
い
て
の
み
、
形
成
期
の
規
約
に
関
す
る

集
会
の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
の
地
区
で
も
大
き

く
は
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
規
約
は
一
一
条
か
ら
な
り
、

構
成
員
は
六
区
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
、
定
期
的
に
会
費
を
支
払
う

こ
と
、
何
が
あ
ろ
う
と
も
帝
政
派
と
ア
ペ
ル
・
オ
・
プ
ー
プ
ル
の
政

策
を
擁
護
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
指
導
者
に
従
う
こ
と
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
る（

（6
（

。
翌
年
五
月
初
め
、
パ
リ
で
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ミ
ー
グ
の

葬
儀
が
行
わ
れ
た
際
に
は
（
ア
ミ
ー
グ
の
死
に
つ
い
て
は
後
述
）、



一
八
八
○
年
代
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
思
想
と
運
動

七
三

三
区
、
二
〇
区
を
除
く
一
〜
一
九
区
の
コ
ミ
テ
が
参
加
し
て
い
る（

（6
（

。

こ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
パ
リ
お
よ
び
の
周
辺
の
コ
ミ
テ
の

結
成
に
よ
る
運
動
の
組
織
化
は
あ
る
程
度
進
ん
で
い
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

第
三
節
　
分
裂
へ
：
一
八
八
三
年
〜
一
八
八
五
年

八
二
年
秋
以
降
の
組
織
化
の
一
方
で
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
再
度
ド

イ
ツ
へ
と
向
か
う
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
に
面
会
を
断
ら
れ
た（

（6
（

。
ヴ
ィ

ク
ト
ル
公
が
志
願
兵
役
に
つ
い
た
同
年
一
一
月
に
は
大
規
模
な
公
開

集
会
が
計
画
さ
れ
た
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
に
は
ま
だ
そ
の
準
備
が
な

い
と
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
そ
の
提
案
を
退
け
て
い
る（

（6
（

。
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公

自
身
か
ら
の
積
極
的
な
支
持
が
得
ら
れ
な
い
な
が
ら
も
、
徐
々
に
活

性
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
に
対
し
て
、
八
三
年
初

め
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
か
ら
打
撃
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

八
三
年
一
月
一
六
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
は
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
運

動
の
主
導
権
の
掌
握
を
目
指
し
て
、
現
行
の
共
和
政
を
批
判
す
る
ポ

ス
タ
ー
を
フ
ラ
ン
ス
各
地
に
掲
げ
さ
せ
た
。
そ
の
枚
数
は
数
万
枚
に

及
び
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
が
警
察
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
る
事
態
に
発
展

す
る（

（7
（

。
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
は
、
そ
の
ポ
ス
タ
ー
で
以
下
の
よ
う
に
宣
言

す
る
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
は
苦
し
ん
で
い
る
。

　

国
民
の
大
多
数
は
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
の
だ
。［
…
］

　

行
政
府
は
弱
体
化
し
、
何
も
で
き
な
い
。
無
力
で
あ
る
。

　

議
会
は
行
き
先
も
わ
か
ら
ず
、
意
欲
も
な
い
。［
…
］

　

権
力
に
あ
る
党
派
は
そ
の
低
劣
な
情
熱
を
満
足
さ
せ
る
こ
と

し
か
追
い
求
め
て
い
な
い
た
め
に
、
彼
ら
自
身
の
原
理
を
蔑
ろ

に
し
て
い
る
の
だ
。

　
［
…
］
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
継
承
者
で

あ
る
私
は
、
七
三
〇
万
票
を
集
め
た
者
の
名
を
冠
す
る
唯
一
の

生
存
者
で
あ
る
。［
…
］
人
々
は
譲
位
に
つ
い
て
話
し
て
い
る

が
、
そ
う
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
権
利
よ
り
も
多
く
の
義
務
を

有
し
て
い
る
時
、
譲
位
と
は
脱
走
で
あ
る
。［
…
］
ブ
ル
ボ
ン

家
の
唯
一
の
象
徴
と
な
っ
た
白
色
旗
を
支
持
す
る
人
た
ち
と
は

い
か
な
る
共
闘
も
不
可
能
で
あ
る
。［
…
］

　

二
人
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
直
接
的
人
民
主
権la souveraineté 

directe du peuple

を
擁
護
し
て
き
た
。
こ
の
教
義
は
人
民
投

票
を
た
だ
た
だ
恐
れ
る
共
和
派
た
ち
に
よ
っ
て
見
捨
て
ら
れ
て

き
た
。［
…
］
私
は
一
つ
の
党
派
で
は
な
く
、
一
つ
の
立
場
と

一
つ
の
原
理
を
代
表
す
る
の
だ
。［
…
］
そ
の
原
理
と
は
人
民

が
指
導
者
を
任
命
す
る
権
利
で
あ
る
。
こ
の
権
利
を
否
定
す
る

こ
と
は
、
国
民
主
権la souveraineté nationale

に
対
す
る
侵

害
で
あ
る（

（7
（

。」



史
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七
四

こ
の
文
書
の
中
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
は
譲
位
を
否
定
す
る
一
方
で
、

帝
政
再
建
に
は
直
接
言
及
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
王
党
派
と
の
同
盟

を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
行
の
共
和
政
を
痛
烈
に
批
判
し
、

人
民
主
権
の
擁
護
者
で
あ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
及
び
三
世
の
唯
一
の

後
継
者
と
し
て
、
人
民
投
票
に
よ
る
直
接
民
主
政
の
導
入
を
求
め
た

の
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
宣
言
文
は
、
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ト
の

多
く
に
好
意
的
に
受
け
と
め
ら
れ
た（

（7
（

。
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
宣
言
文
の

価
値
を
一
切
認
め
ず
、
擁
護
し
た
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
議
員
の
態
度
を
批

判
し
た
一
方
、
ア
ミ
ー
グ
は
あ
く
ま
で
ヴ
ィ
ク
ト
ル
支
持
と
い
う
自

身
の
心
情
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の

逮
捕
は
暴
力
的
な
行
為
で
あ
る
と
非
難
し
た（

（7
（

。

カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
と
ア
ミ
ー
グ
の
態
度
に
差
異
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
宣
言
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
に
大
き
な
動
揺

を
も
た
ら
し
た
。
逮
捕
の
翌
日
に
は
、
議
長
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
の
も

と
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
全
体
と
し
て
取
る
べ
き
対
応
を
協
議
す
る
た
め

に
、
急
遽
各
コ
ミ
テ
の
委
員
長
を
集
め
た
私
的
集
会
が
開
か
れ
、
ア

ミ
ー
グ
と
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
の
両
名
に
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
の
委
員

会
が
任
命
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。
そ
し
て
、
一
月
二
〇
日
、
こ
の
事
件
に
対

す
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
と
し
て
の
宣
言
文
が
準
備
さ
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ

ン
公
が
譲
位
を
否
定
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
を
批
判
す
る
べ
き

だ
と
い
う
声
も
上
が
る
が
拒
否
さ
れ
、
お
お
よ
そ
ア
ミ
ー
グ
が
支
持

し
た
路
線
で
宣
言
文
が
採
決
さ
れ
る（

（7
（

。
ま
ず
、
人
民
投
票
、
そ
れ
は

救
済
で
あ
り
権
利
で
あ
る
と
い
う
皇
太
子
の
遺
言
を
尊
重
す
る
こ

と
。
皇
太
子
の
遺
言
の
通
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
に
帝
政
派
の
未
来
は

か
か
っ
て
い
る
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
に
対
す
る
共
和
派
政
府
の
暴
力

に
は
断
固
反
対
す
る
こ
と
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
は
今
回
の
宣
言
文
に
よ

り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
皇
太
子
が
象
徴
す
る
帝
政
の
伝
統
に
回
帰

し
た
が
、
将
来
行
わ
れ
る
人
民
投
票
に
は
従
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
民
投
票
の
原
理
を
支
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。

第
一
章
第
一
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
皇
帝
た
る
べ
き
人
物
を

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
は
求
め
て
い
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
宣
言
文
は
、
こ

の
点
に
関
し
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
内
に
揺
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
た
。
あ

る
集
会
で
は
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
は
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
よ
う
に
大

統
領
に
な
っ
て
か
ら
帝
政
を
再
建
す
る
つ
も
り
な
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
意
見
も
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
り（

（7
（

、
騒
動
が
収
ま
る
ま
で

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
集
会
も
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
っ
た（

（7
（

。

こ
う
し
た
中
、
八
三
年
四
月
末
、
ア
ミ
ー
グ
が
肺
炎
の
た
め
死
去

し
た
。
七
〇
年
代
よ
り
労
働
者
の
利
害
の
立
場
か
ら
帝
政
再
建
を
主

張
し
て
き
た
ア
ミ
ー
グ
の
死
は
、
日
刊
紙
『
プ
チ
・
カ
ポ
ラ
ル
』
の

下
に
集
ま
っ
た
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
内
の
左
派
勢
力
に
と
っ
て
大
き
な

意
味
を
持
っ
た
。
五
月
二
日
の
葬
儀
で
は
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
、
カ
サ

ニ
ャ
ッ
ク
、
ド
レ
オ
ー
ル
が
追
悼
の
演
説
を
行
っ
た
が
、
そ
の
翌

日
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
自
身
の
指
揮
下
で
の
コ
ミ
テ
の
再
編
を
促



一
八
八
○
年
代
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
思
想
と
運
動

七
五

し
（
（7
（

、
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ミ
ー
グ
支
持
者
た
ち
の
間

に
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
に
対
す
る
不
満
が
生
じ
て
い
く（

（8
（

。
ヴ
ィ
ク
ト

ル
派
の
一
枚
看
板
と
な
っ
た
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
オ
ル
レ
ア
ン
家
の

オ
マ
ー
ル
公
と
会
談
す
る
一
方
（
（8
（

、
前
年
に
成
功
を
収
め
た
サ
ー
ル
・

ド
・
ヴ
ァ
グ
ラ
ム
で
の
集
会
の
再
現
を
目
指
し
た
八
月
一
五
日
の
集

会
へ
の
参
加
を
断
り
（
（8
（

、
運
動
に
慎
重
な
姿
勢
を
求
め
る
な
ど
新
た
な

方
向
性
を
模
索
し
て
い
る（

（8
（

。

他
方
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
と
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
自
身
と
の
間
の
齟
齬

も
現
れ
始
め
る
。
八
三
年
末
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
が
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公

か
ら
の
署
名
入
り
の
通
達
の
存
在
を
示
唆
し
た
こ
と
に
よ
り（

（8
（

、
ボ

ナ
パ
ル
ト
派
内
は
紛
糾
し
た（

（8
（

。
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
は
そ
の
通
達
の
存
在

を
否
定
し
た
が（

（8
（

、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
引
き
下
が
ら
な
か
っ
た
。
騒
動

は
八
四
年
に
入
っ
て
か
ら
も
続
い
た
た
め
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
は
一
通

の
手
紙
を
公
開
し
、
そ
の
沈
静
化
を
は
か
っ
た
。
そ
の
中
で
ヴ
ィ

ク
ト
ル
公
は
、
父
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
へ
の
批
判
を
や
め
る
よ
う
に
求

め
、
自
身
も
父
に
背
く
こ
と
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る（

（8
（

。
こ
う
し

た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
慎
重
な
態
度
は
、
あ
る
種
の
落
胆
を
ヴ
ィ
ク
ト

ル
派
に
も
た
ら
し
た（

（8
（

。
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
が
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ニ
ス
ム

solutionnism
e

な
る
論
理
を
掲
げ
、
王
政
復
古
へ
の
期
待
を
示
し

た
の
は
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
王

政
復
古
と
帝
政
再
建
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

　
「
帝
政
派
は
も
は
や
王
政
復
古
の
可
能
性
を
不
幸
な
こ
と
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　

現
在
の
恥
辱
と
悲
惨
の
す
ぐ
そ
ば
で
は
、
誠
実
な
帝
政
派
の

目
に
は
王
政
は
天
の
祝
福
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
希
求
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
的
で
保
守
的

な
帝
政
は
、
王
党
派
に
反
乱
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
と
、
私
た
ち
は
確
信
し
て
い
る
。

　

共
通
の
敵
と
い
う
存
在
を
前
に
し
て
、
か
つ
て
の
対
抗
関
係

の
痕
跡
は
消
え
去
っ
た
の
だ
。［
…
］

　

王
政
も
帝
政
も
、
同
じ
方
法
で
統
治
す
る
こ
と
を
余
儀
な
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
も
し
再
来
す
る
な
ら
ば
、
上
に
権
威
を
、
下
に

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
配
す
る
の
だ
。［
…
］

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
名
も
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
名
も
、
も
は
や
同
じ

よ
う
な
酒
瓶
に
、
同
じ
謳
い
文
句
が
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
の
差
異

に
過
ぎ
な
い
。［
…
］

　

も
ち
ろ
ん
、
各
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
向
、
希
望
を
保
持
す
る
。

　

し
か
し
、
勇
敢
さ
に
お
い
て
、
絶
望
的
な
ほ
ど
の
明
白
さ
に

お
い
て
、
共
和
政
の
忌
鐘
の
よ
う
に
鳴
り
響
く
以
下
の
表
現
に

す
べ
て
は
到
達
す
る
の
だ
。

　

誰
で
も
構
わ
な
い
！N

ʼim
porte qui!

　

何
で
も
構
わ
な
い
！N

ʼim
porte quoi!

」（
（8
（
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共
和
政
を
打
倒
す
る
な
ら
ば
オ
ル
レ
ア
ン
家
で
も
ボ
ナ
パ
ル
ト
家

で
も
構
わ
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
七
〇
年
代
に
彼
が
主
張
し
て

い
た
、
帝
政
再
建
を
す
る
な
ら
ば
そ
の
人
物
の
血
筋
は
問
わ
な
い
と

い
う
「
帝
政
主
義
」
か
ら
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
主
張
で
あ
る
。
王

党
派
と
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
保
守
派
同
盟
政
策
に
よ
る
共
和
政
打
倒

は
、
七
〇
年
代
か
ら
の
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
の
主
張
と
共
通
し
て
い
る（

（9
（

。

し
か
し
、
七
三
年
の
王
政
復
古
の
危
機
の
際
に
は
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク

は
明
確
に
王
政
復
古
に
反
対
し
て
お
り
、
同
盟
政
策
は
あ
く
ま
で
共

和
派
に
対
抗
す
る
た
め
に
取
る
べ
き
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ニ
ス
ム
は
、
あ
く
ま
で
帝
政
再
建
を
追
求
す
る
と
い
う

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
「
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
か
ら
離
れ
、「
保
守
派
」
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
込
む
も

の
で
あ
っ
た
。
王
政
復
古
を
も
支
持
し
う
る
態
度
を
表
明
す
る
こ
と

は
、
皇
太
子
の
遺
言
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
継
承
権
を
死
守
し
な

い
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
は
や
既
成
事
実
化
し

つ
つ
あ
る
共
和
政
へ
の
対
抗
と
、
縮
小
し
て
い
く
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
勢

力
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
煮
え
切
ら
な
い
態
度
を
前
に
し
て
、

カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
が
保
守
派
と
し
て
の
立
場
へ
さ
ら
な
る
一
歩
を
進
め

る
な
か
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
は
分
裂
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
中
、
八
四
年
五
月
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
は
親
元
を
離
れ

た
。
こ
の
独
立
は
、
帝
政
派
の
資
金
援
助
の
も
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公

に
告
げ
る
こ
と
な
く
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
が
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
公
を
激
昂
さ
せ
た（

（9
（

。
こ
の
出
来
事
は
、
長
く
続
い
て
き
た
皇

位
継
承
権
を
め
ぐ
る
親
子
関
係
に
深
い
亀
裂
を
も
た
ら
し
た
。
事
件

を
で
き
る
だ
け
荒
立
て
た
く
な
い
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派
と
（
（9
（

、
ヴ
ィ
ク
ト
ル

公
の
自
立
志
向
を
宣
伝
し
た
い
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
間
で
論
争
が
起

こ
っ
た（

（9
（

。
親
子
間
の
手
紙
な
ど
が
公
開
さ
れ
、
父
と
息
子
の
関
係
に

亀
裂
が
広
が
り
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
内
の
分
裂
は
一
層
深
刻
な
も
の
と

な
っ
て
い
く（

（9
（

。

そ
し
て
、
同
時
期
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
内
で
の
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
の
主

導
権
が
確
立
さ
れ
て
い
く
。
八
四
年
五
月
、
な
が
く
経
営
不
振
に

陥
っ
て
い
た
『
プ
チ
・
カ
ポ
ラ
ル
』
が
破
産
し
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
派

の
手
に
渡
っ
た（

（9
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
ミ
ー
グ
以
来
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派

内
の
左
派
勢
力
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
機
関
を
失
い
、
決
定
的
な
打
撃

を
与
ら
れ
た
。
一
方
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
王
党
派
と
の
同
盟
を
積
極

的
に
提
唱
し
、
反
共
和
政
戦
線
を
訴
え
て
い
く
。
八
四
年
四
月
の
市

議
会
選
挙
に
関
し
て
、「
パ
リ
の
保
守
的
、
キ
リ
ス
ト
教
的
帝
政
派

は
、
な
ん
と
し
て
も
、
次
の
市
議
会
選
挙
に
無
関
心
で
い
て
は
な
ら

な
い（

（9
（

」、
と
述
べ
る
よ
う
に
、
保
守
勢
力
と
教
会
勢
力
と
の
共
闘
に

主
眼
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
は
八
五
年
の
下
院
選
に

対
し
て
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
反
共
和
政
と
教
会
擁
護
と
い
う
共
通
利

害
の
も
と
、
王
党
派
と
の
妥
協
を
訴
え
る
。

　
「
帝
政
や
王
政
の
復
活
を
頑
な
に
求
め
る
者
た
ち
と
断
固
戦



一
八
八
○
年
代
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
思
想
と
運
動

七
七

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
…
］

　

れ
っ
き
と
し
た
継
承
者
が
存
在
し
、
王
朝
の
対
立
が
明
白
で

あ
る
限
り
、
絶
対
的
で
実
現
不
可
能
な
協
力
関
係
を
夢
見
て
は

な
ら
な
い
。
相
対
的
で
実
現
可
能
な
協
力
関
係
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
。

　

共
同
戦
線
を
実
現
さ
せ
る
、
し
か
る
べ
き
理
由
が
あ
る
。
共

和
政
へ
の
憎
悪
、
宗
教
の
利
害
の
擁
護
で
あ
る（

（9
（

。」

こ
う
し
た
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
の
帝
政
再
建
を
棚
上
げ
に
し
、
王
党
派

と
の
妥
協
を
図
る
路
線
に
対
し
て
、
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
ら
の
ア
ミ
ー
グ

支
持
者
の
不
満
は
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
た
し
か
に
、
か
つ
て
ア

ミ
ー
グ
も
共
和
派
の
反
修
道
会
政
策
に
対
し
て
は
、
正
統
王
朝
派
と

の
共
闘
を
擁
護
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
共
闘
は
王
政
復
古
と
は

何
の
関
わ
り
も
な
く
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
が
掲
げ
る
よ
う
な
妥
協
か
ら

は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

八
四
年
六
月
末
、
セ
ー
ヌ
県
の
各
コ
ミ
テ
の
代
表
者
を
集
め
た

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
集
会
で
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
が
当
該
地
区
の
コ
ミ
テ

com
ité central

の
長
に
再
任
さ
れ（

（9
（

、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
「
保
守
派
」

路
線
が
明
白
に
な
っ
た
一
方
、
そ
の
集
会
で
、
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
は
以

下
の
よ
う
な
議
題
を
準
備
し
て
い
た
。

　
「
す
べ
て
の
コ
ミ
テ
・
ア
ン
ペ
リ
ア
リ
ス
ト
・
ド
・
ラ
ペ

ル
・
オ
・
プ
ー
プ
ル
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
こ
そ
が
指
導
者
か
つ

皇
帝
で
あ
り
、
帝
政
的
か
つ
民
主
的
な
観
念
を
体
現
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
宣
言
す
る
。
共
和
政
と
オ
ル
レ
ア
ニ
ス
ム

の
土
台
と
な
る
保
守
派
同
盟
を
求
め
る
よ
う
な
者
た
ち
に
対
し

て
は
、
い
か
な
る
譲
歩
も
し
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る（

（9
（

。」

 

こ
の
議
題
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
自
身
の
も
の
な
の
か
と
ヴ
ィ
ク
ト
ル

派
の
一
人
に
尋
ね
ら
れ
た
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
は
、「
い
い
え
、
し
か
し
、

ア
ミ
ー
グ
と
私
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
自
身
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
」

と
答
え
て
い
る
。
故
ア
ミ
ー
グ
に
象
徴
さ
れ
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
左
派
の

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
内
で
の
影
響
力
の
低
下
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
も
は
や
自
身
の
考
え
を
表
明
す
る
メ
デ
ィ
ア
を
持
た
な
い
デ
ィ

シ
ャ
ー
ル
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
か
ら
離
脱
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派

へ
と
接
近
し
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
へ
の
批
判
を
展
開
し
て
い
っ
た（

（10
（

。

カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
や
マ
コ
ーbaron de M

ackau

ら
に
よ
る
保
守
派

同
盟U

nion Conservatrice

が
選
挙
戦
に
お
い
て
一
定
の
成
果
を

あ
げ
る
八
五
年
と
、
そ
の
翌
年
、
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公

に
宛
て
た
書
簡
の
形
式
を
と
っ
た
二
冊
の
小
冊
子
を
出
版
し
た
。
そ

の
中
で
、
ア
ミ
ー
グ
の
死
以
降
の
運
動
の
「
保
守
化
」
と
、
カ
サ

ニ
ャ
ッ
ク
に
よ
る
運
動
の
主
導
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
批
判
し

て
い
る
。
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「
公
よ
、
あ
な
た
の
傍
に
は
、
当
初
、
先
導
者
と
し
て
、
豊

富
な
才
能
と
学
識
深
い
政
治
能
力
を
持
っ
た
人
物
が
い
ま
し

た
。［
…
］
私
は
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ミ
ー
グ
の
こ
と
を
、
我
が
師

と
し
て
、
未
だ
に
代
わ
る
者
の
な
き
我
が
師
と
し
て
、
仰
い
で

い
る
人
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
。
彼
が
生
き
て
い
れ

ば
、
き
っ
と
、
物
事
は
違
っ
た
展
開
を
見
せ
て
い
た
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
ア
ミ
ー
グ
が
死
ん
だ
た
め
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
主

義V
ictorism

e

は
そ
の
主
た
る
擁
護
者
を
奪
わ
れ
た
の
で
す
。

公
よ
、
あ
な
た
は
見
識
あ
る
指
導
者
を
、
耳
を
傾
け
て
く
れ
る

助
言
者
を
失
っ
た
の
で
す
。
ア
ミ
ー
グ
は
も
う
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
ヴ
ィ
ク
ト
ル
主
義
も
ま
た
そ
の
可
能
性
を
失
っ
た
の
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
保
守
派
同
盟
理
論
と
い
う
有
害
な
傾
向
が
、

決
定
的
な
勝
利
を
収
め
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
も
の
は
何
も
な

い
か
ら
で
す（

（10
（

。」

　
「
あ
る
有
力
な
人
物
が
コ
ミ
テ
全
体
を
支
配
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。［
…
］
私
は
ド
・
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
の
こ
と
を
申
し
上
げ

て
い
る
の
で
す
。［
…
］

　

彼
は
毎
週
水
曜
日
、『
マ
タ
ン
』L

e M
atin

に
お
い
て
、
暴

力
的
で
は
あ
る
も
の
の
読
む
者
を
惹
き
つ
け
る
記
事
に
よ
っ

て
、
有
害
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ニ
ス
ム
の
理
論
を
発
展
さ
せ
、
共

和
国
フ
ラ
ン
ス
を
転
覆
す
る
君
主
な
ら
誰
で
も
構
わ
な
い
と
宣

言
し
ま
し
た
。
こ
の
主
張
は
多
く
の
者
を
取
り
込
み
、
王
党
派

を
擁
護
し
、
い
わ
ば
怠
惰
な
王
の
住
ま
う
宮
殿
に
お
け
る
、
宮

宰
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
し
ま
い
ま
し
た（

（10
（

。」

お
わ
り
に

共
和
派
と
し
て
知
ら
れ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
皇
位
継
承
に
反
対
し

た
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ミ
ー
グ
と
ポ
ー
ル
・
ド
・
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
を
中

心
と
し
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
は
始
ま
っ
た
。
両
者
が
考
え

る
「
再
建
す
べ
き
帝
政
」
の
姿
は
相
当
異
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
政

治
思
想
に
は
か
な
り
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
に
と
っ

て
帝
政
は
フ
ラ
ン
ス
に
「
制
度
」
と
し
て
再
建
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
人
物
を
通
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
形
成
を
考

え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
な
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
内
の
右
派
勢
力
の
結

集
で
は
な
く
、
思
想
の
左
右
を
問
わ
ず
、
帝
政
再
建
を
願
う
者
た
ち

が
取
り
う
る
選
択
肢
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。
少
な
く
と

も
、
派
閥
形
成
の
初
期
段
階
で
は
、
各
々
の
志
向
す
る
帝
政
像
に
お

い
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
は
あ
る
程
度
の
多
様
性
を
有
し
た
集
団
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
始
ま
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
は
、
当
初
、
ミ
サ
を

通
じ
た
示
威
行
動
・
出
版
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
中
心
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
八
〇
年
一
〇
月
の
シ
ル
ク
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
で
の
公
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七
九

開
集
会
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
に
譲
位
を
求
め
る
な
ど
、
一
時
は
盛
り
上

が
り
を
見
せ
た
が
、
八
二
年
ま
で
は
組
織
化
も
遅
れ
、
運
動
と
し
て

は
停
滞
し
て
い
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
八
二
年
以
降
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
は
発
展
を
見
せ

る
。
念
入
り
に
準
備
さ
れ
た
八
二
年
八
月
一
五
日
の
サ
ー
ル
・
ド
・

ヴ
ァ
グ
ラ
ム
で
の
公
開
集
会
は
約
五
千
人
と
い
う
参
加
者
を
集
め
、

そ
れ
ま
で
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
旗
振
り
役
で
あ
っ
た
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
と

ア
ミ
ー
グ
が
演
説
を
行
っ
た
。
こ
の
集
会
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動

の
最
盛
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
組
織
化
に
よ
る
運
動
拡
大
の
起
点
で

も
あ
っ
た
。
八
二
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
パ
リ
と
そ
の
近
郊
で

コ
ミ
テ
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
組
織
化
の
面
で
の
運
動
の

進
展
を
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
組
織
化
の
一
方
で
運
動
は
分
裂
へ
と
向
か
っ

た
。
八
三
年
一
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
宣
言
文
が
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
に

動
揺
を
も
た
ら
す
中
で
、
四
月
末
に
ア
ミ
ー
グ
が
死
去
し
た
。
こ
れ

以
降
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
「
右
傾

化
」
が
進
ん
で
い
く
。
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ニ
ス

ム
」
と
い
う
論
理
に
よ
り
、
王
政
復
古
へ
の
期
待
を
表
明
し
、
帝
政

再
建
と
い
う
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
当
初
の
思
想
か
ら
離
れ
、
八
五
年
の

下
院
選
を
見
据
え
た
保
守
派
同
盟
を
求
め
る
主
張
を
盛
ん
に
展
開
し

た
。
そ
の
中
で
、
右
翼
勢
力
の
代
表
で
あ
る
王
党
派
と
の
融
合
と
い

う
意
味
で
の
「
保
守
派
化
」
が
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
中
で
進
ん
で
い
っ

た
。
こ
う
し
た
方
針
に
反
発
し
た
ア
ミ
ー
グ
派
の
デ
ィ
シ
ャ
ー
ル

が
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
か
ら
離
反
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と

は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
「
右
傾
化
」
と
「
保
守
派
化
」
の
進
展
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
思
想
と
運
動
の
実
態
の
分
析
か
ら
、
皇

太
子
の
死
を
経
て
も
な
お
、
帝
政
再
建
を
目
指
す
人
々
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
形
成
さ
れ
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
が
、
八
〇
年
代
半
ば
に

は
、
王
党
派
に
代
表
さ
れ
る
反
共
和
政
保
守
派
勢
力
の
一
部
と
な
っ

て
い
く
「
保
守
化
」
の
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

最
後
に
、
今
後
の
展
望
を
含
め
て
、「
保
守
化
」
へ
と
向
か
っ
た

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
運
動
は
当
時
の
政
治
的
文
脈
の
中
で
い
か
に
位
置

付
け
ら
れ
る
か
を
考
え
た
い
。
そ
れ
は
政
治
勢
力
と
し
て
の
ボ
ナ
パ

ル
テ
ィ
ス
ム
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
選
択
肢
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。「
議
会
共
和
政
」
が
確
立
し
て
い
く
一
方
で
、
王
朝

を
土
台
と
す
る
右
翼
が
低
迷
す
る
政
治
状
況
の
中
で
、
保
守
派
同
盟

と
い
う
選
択
肢
が
右
翼
的
な
反
共
和
派
に
残
さ
れ
た
。
事
実
、
カ
サ

ニ
ャ
ッ
ク
ら
が
提
唱
し
た
保
守
派
同
盟
は
、
一
八
八
五
年
の
下
院
総

選
挙
で
一
定
の
成
果
を
得
て
い
る
。
第
一
回
投
票
で
は
保
守
派
勢
力

の
一
七
六
議
席
に
対
し
、
共
和
派
勢
力
は
一
二
七
議
席
で
あ
っ
た
。

第
二
回
投
票
で
は
選
挙
協
力
に
よ
り
共
和
派
が
三
八
三
議
席
を
確
保

し
た
が
、
保
守
派
の
獲
得
票
数
は
全
体
の
四
二
％
、
二
〇
一
議
席

（
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
は
六
五
議
席
）
に
達
し
た（

（10
（

。
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八
〇

成
立
か
ら
十
年
以
上
が
経
ち
、
不
安
定
な
議
会
を
抱
え
な
が
ら
も

共
和
政
が
定
着
し
て
い
く
中
で
、
政
治
勢
力
と
し
て
の
ボ
ナ
パ
ル

テ
ィ
ス
ム
に
と
っ
て
、
現
実
と
向
か
い
合
っ
た
際
に
取
り
う
る
選
択

肢
は
、
も
は
や
、
い
か
に
し
て
帝
政
を
再
建
す
る
か
、
で
は
な
く
、

い
か
に
し
て
共
和
政
・
共
和
派
に
対
抗
す
る
か
、
と
い
う
も
の
だ
っ

た
と
言
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
状
況
を
整
理
す
れ
ば
、
王
党
派
と
の

融
合
へ
と
向
か
う
と
い
う
意
味
で
の
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
の
「
保
守

化
」
か
ら
は
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
た
一
右
翼
勢
力
が
、
い
か
に

し
て
共
和
政
と
い
う
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
向
か
い
合
っ
た
か
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
第
三
共
和
政
初
期
の

政
治
史
の
一
側
面
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
に
は
、
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
の
陸
軍
大

臣
就
任
に
象
徴
さ
れ
る
急
進
派
の
拡
大
へ
の
対
抗
か
ら
、
ボ
ナ
パ
ル

ト
派
（
特
に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
）
や
王
党
派
ら
保
守
派
勢
力
に
、
穏
健

共
和
政
と
の
「
妥
協
」
と
い
う
方
向
性
、
す
な
わ
ち
ど
の
よ
う
な
共

和
政
な
ら
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る（

（10
（

。
そ
し
て
、
こ
の

妥
協
路
線
が
潰
え
た
後
に
、
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ス
ム
へ
と
接
近
し
て
い
っ

た
（
（10
（

。
事
実
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
の

差
異
は
有
れ
ど
も
、
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ス
ム
の
熱
狂
に
取
り
込
ま
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
八
〇
年
代
後
半
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
と
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ス
ム

を
取
り
巻
く
問
題
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ェ

ロ
ー
ム
派
の
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
彼
ら
は
共
和
政
を
認

め
つ
つ
も
、
オ
ポ
ル
チ
ュ
ニ
ス
ト
体
制
を
批
判
し
、
直
接
選
挙
を
通

じ
た
大
統
領
を
求
め
る
「
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
」
と
し
て
、
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
を
展
開
し
た
。
そ
の
中
で
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派
の
中
心
人
物
で
あ
る

ラ
ン
グ
レLenglé

が
、
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ス
ム
に
深
く
関
わ
る
こ
と
で
、

デ
ル
レ
ー
ド
な
ど
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
勢
力
に
接
近
し
て
い
く
現
象

も
見
ら
れ
る（

（10
（

。
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
た
う
え

で
、
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ス
ム
と
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
繰
り
返
さ
れ
る
政
体
の
転
換
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
近

代
政
治
史
の
中
で
、
共
和
政
の
定
着
が
も
た
ら
さ
れ
た
第
三
共
和
政

に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
問
題
を
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
検
討
で

き
る
だ
ろ
う
。

註（
1
）	Jean-Claude Lachnitt, L

e prince im
périal « N

epoléon 

IV
 », Paris, Perrin, 1997, pp.278-296.

（
2
）	Cité par L

e Pays, 2 juillet 1879.

（
3
）	L̓

O
rdre, 21 juin, 3 et 21 juillet 1879; Frédéric Chalaron, 

« Rouher et la succession du prince im
périal », in Louis 

Girard (dir.), E
ugène R

ouher. A
ctes des jounrnées dʼétudes 

de R
iom

 et Clerm
ont-Ferrand des 16 et 17 m

ars 1987, 

Clerm
on Ferrand, Publications de lʼInstitut dʼétudes du 



一
八
八
○
年
代
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
思
想
と
運
動

八
一

M
assif central, 1984, pp.89-95; Robert Schnerb, R

ouher et 

le Second E
m

pire, Paris, A
rm

and Colin, 1949, pp.317-318.
（
4
）	Jean-M

arie M
ayeur, L

a vie politique sous la T
roisièm

e 

R
épublique, Paris, Seuil, 1984, pp.12-113.

（
5
）	O

dile Rudelle, L
a république absolue. A

ux origines de 

lʼinstabilité de la France républicaine 1870-1889, Paris, 

Publication de la Sorbonne, 1982, pp.81-84.

（
6
）	Stéphane R

ials, L
e légitim

ism
e, Paris, P

resses 

U
niversitaires de France, 1983, pp.113-119.

（
7
）	René Rém

ond, L
es droites en France, Paris, A

ubier, 

1982, pp.146-147.

（
8
）	

例
え
ば
レ
モ
ン
の
研
究
に
お
い
て
、一
八
七
一
年
か
ら
一
八
七
九
年

の
道
徳
秩
序O

rdre M
oral

の
時
期
を
扱
う
第
六
章
の
後
、
第
七
章 

で
主
に
扱
う
の
は
、一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
二
年
で
あ
る
。Ibid.

（
9
）	John Rothney, B

onapartism
 after Sedan, N

ew
 York, 

C
ornell U

niversity Press, 1969, pp.268-280; B
ernard 

M
énager, L

es N
apoleon du peuple, Paris, A

ubier, 1988; 

Patrick A
ndré, L

es parlem
entaires bonapartistes de la 

T
roisièm

e R
épublique (1871-1940), thèse de doctorat 

(U
niversité Paris IV

), 1995.

（
10
）	F. Chalaron, op.cit; François Pairault, M

onsieur le baron. 

E
ugène E

schassériaux, ém
inence grise du bonapartism

e 

1823-1906, Paris, Le Croît V
if, 2004, pp.231-249; M

ichèle 

Battesti, Plon-Plon. L
e B

onaparte rouge, Paris, Perrin, 

2010; Laetitia de W
itte, L

e prince V
ictor N

apoléon, Paris, 

Fayard, 2007, pp.118-184.

（
11
）	

第
三
共
和
政
期
の
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
研
究
の
多
く
は
、
ボ
ナ
パ

ル
ト
派
右
派
が
、
第
三
共
和
政
期
の
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
を
支
配
し

た
と
指
摘
し
、
そ
れ
を
「
悲
劇
」
と
し
た
ル
ネ
・
レ
モ
ン
の
研
究
に

影
響
を
受
け
て
い
る
。R

. Rém
ond, op.cit., p.121.

（
12
）	Bertrand Joly, N

ationalistes et conservateurs en France 

1885-1902, Paris, Les Indes Savantes, 2008, pp.217-222. 

な

お
、
ジ
ョ
リ
ー
の
研
究
の
以
前
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
サ
ン
ソ

ン
が
第
三
共
和
政
期
の
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ト
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
観

を
検
討
し
、
従
来
の
「
悲
劇
」
と
い
う
捉
え
方
を
批
判
し
て
い
る
。 

Rosem
onde Sanson, « Les bonapartistes et le souvenir 

révolutionnaire (1870-1904) », in L
e X

IX
e siècle et la 

R
évolution française, Paris, Créaphis, 1992, pp.149-165.

（
13
）	A

rchives de la Préfecture de Police

（
以
下A

PP

）
本
稿
で

主
に
使
用
す
る
当
該
時
期
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
に
関
わ
る
史
料
は
以
下 

の
通
り
。BA

62, Com
ité Bonapartiste, 1874-1886; BA

69, Prince 

V
ictor N

apoléon, 1879-1884. 1885-1887; BA
419, Fam

ille 

Im
périale et A

ffaires Bonapartistes, 1879-1882; BA
865, 

Jules A
m

igues, 1878-1884; BA
999, Paul de Cassagnac, 1879-



史
観
第
一
七
八
冊

八
二

1882; BA
1000, Paul de Cassagnac, 1883-1885; BA

1038 H
enri 

D
ichard, 1881-1884 ; BA

1616, Com
ité Im

périaliste V
ictorien 

de lʼA
ppel au Peuple du 5èm

e arrondissem
ent; BA

1655, 

C
om

ité Im
périaliste D

ém
ocratique V

ictorien du 15èm
e 

arrondissem
ent.

 	

　

な
お
、
報
告
書
と
い
う
史
料
の
性
質
上
、
そ
れ
を
書
い
た
人
物
の

見
解
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
た
め
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
何
が
あ
っ
た
か
と
い
う
内
容
の
も
の
を
主
に
用
い
る
。
ま

た
国
立
文
書
館A

rchives N
ationales

（
以
下A

N

）
に
所
蔵
の

ナ
ポ
レ
オ
ン
公
と
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
書
簡
も
部
分
的
に
使
用
す
る
。

400 A
P 106-167, Papiers du princes N

apoléon Jérôm
e; 400 

A
P 170-214, Papiers du princes V

icotor et de la pricesse 

Clém
entine.

（
14
）	P. de C

assagnac, « Post scriptum
 : Épilogue à une 

controverse avec E
. de G

irardin », 7 décem
bre 1872, 

Œ
uvres., t.1, pp.110-111.

（
15
）	J. A

m
igues, « Le peuple et lʼem

pire », L
e D

roit du 

peuple, 29 octobre 1876.

（
16
）	P. de Cassagnac, L

e Pays, 21 juin 1879.

（
17
）	P. de Cassagnac, « Testam

ent authentique du Prince 

Im
périal », L

e Pays, 2 juillet 1879.

（
18
）	J. A

m
igues, « Bonaparte et bonapartiste », L

e D
roit du 

peuple, 8 octom
bre 1880.

（
19
）	M
ichel Paganus, N

ous voulons un chef, Paris, 1879, p.6. 

ア
ミ
ー
グ
は
こ
の
小
冊
子
を
偽
名
で
刊
行
し
て
い
る
。A

PP, BA
 

865, 13 novem
bre 1879.

（
20
）	

拙
稿
「
ポ
ー
ル
・
ド
・
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政

初
期
に
お
け
る
「
保
守
的
」
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
」『
世
界
史
研
究
論

叢
』
第
六
号
、
二
〇
一
六
年
、
一
八
〜
三
五
頁
。

（
21
）	

拙
稿
「
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ミ
ー
グ
に
見
る
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
初
期

の
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
の
一
側
面
」『
西
洋
史
論
叢
』
第
六
六
号
、
二

〇
一
六
年
、
三
一
〜
四
五
頁
。
な
お
帝
政
を
共
和
政
的
政
体
と
し
た

ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ミ
ー
グ
で
あ
る
が
、
現
状
の
共
和
政
は
人
民
投
票
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
い
限
り
、
正
統
な
体
制
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
22
）	J. A

m
igues, « La m

ort de N
apoléon III », L

e D
roit du 

peuple, 11 janvier 1880

（
23
）	J. A

m
igues, « Bonaparte et bonapartistes », L

e Petit 

caporal, 8 octobre 1880; Id., « Em
pire et République », L

e 

Petit caporal, 18 octobre 1880.

（
24
）	J. A

m
igues, « À

 m
essieurs les électeurs de la 2e 

circonscription de C
am

brai », L
e D

roit du peuple, 7 

décem
bre 1879.

（
25
）	J. A

m
igues, « Lettres au peuple. U

n m
ort », L

e D
roit du 

peuple, 18 avril 1880.
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八
八
○
年
代
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
思
想
と
運
動

八
三

（
26
）	

前
掲
拙
稿
「
ポ
ー
ル
・
ド
・
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
第
三
共

和
政
初
期
に
お
け
る
「
保
守
的
」
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
」; K

aren 

M
. O

ffen, P
aul de C

assagnac and the authoritarian 

tradition in nineteenth-century France, N
ew

 York, 

Gardland Publishing, 1991.

（
27
）	P. de C

assagnac, « E
xplication (1er juillet 1873) », 

Œ
uvres., t.1, 28 juin 1873, pp.133-134.

（
28
）	P. de Cassagnac, « Q

uʼest-ce que le bonapartism
e ? », 

Œ
uvres., t.1, 20 juillet 1875, pp.187-188.

（
29
）	P. de Cassagnac, L

e Pays, 28 novem
bre 1879. 

ボ
ナ
パ
ル
ト

派
か
ら
の
ア
ミ
ー
グ
批
判
に
つ
い
て
は
、L̓

O
rdre, 27 novem

bre 

et 9 décem
bre 1879.

（
30
）	J. A

m
igues, « Lettres au peuple. La M

isère », L
e D

roit 

du peuple, 21 décem
bre 1879.

（
31
）	J. A

m
igues, « Q

uestion sociale », L
e Petit caporal, 28 

septem
re 1880.

（
32
）	

フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
反
修
道
院
政
策
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。
谷

川
稔
『
十
字
架
と
三
色
旗
―
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
フ
ラ
ン
ス
―
』
山

川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
八
六
〜
二
一
九
頁
。

（
33
）	Cité par L

e Petit caporal, 7 avril 1880.

（
34
）	

カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
観
に
関
し
て
は
オ
ッ
フ
ェ
ン
の
研

究
が
詳
し
い
。K

. M
. O

ffen, op.cit., pp.97-133. 

（
35
）	P. de Cassagnac, Œ

uvres., t.6, 20 juillet 1875, pp.40-56. 

（
36
）	J. A

m
igues, « Liberté! Égalité! Fraternité! », L

e Petit 

caporal, 18 avril 1880; Id., « Le peuple et dieu », L
e Petit 

caporal, 1er novem
bre 1880; Id. « La séparation de lʼéglise 

et lʼétat », L
e Petit caporal, 10 novem

bre 1880.

（
37
）	J. A

m
igues, « Légitim

istes &
 im

périalistes », L
e Petit 

caporal, 11 juin 1880; Id., « Le m
ouvem

ent légitim
istes », 

L
e Petit caporal, 2 novem

bre 1880.

（
38
）	J. Rothney, op.cit., pp.274-275.

（
39
）	A

PP, BA
865, 15 et 19 janvier; A

PP, BA
999, 18 et 21 

janvier; A
PP, BA

68, 14 et 18 janvier 1880.

（
40
）	J. A

m
igues, « La m

anifestation du 18 janvier », L
e Petit 

caporal, 20 janvier 1880.

（
41
）	P. de Cassagnac, « Ce que veut le parti », L

e Pays, 20 

janvier 1880.

（
42
）	A

PP, BA
865, 10 juin 1880; A

PP, BA
999, 7 juin 1880. 

一

八
八
〇
年
六
月
の
皇
太
子
の
命
日
や
八
月
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の

誕
生
日
の
ミ
サ
で
は
「
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
万
歳
！
ア
ミ
ー
グ
万
歳
」
と

い
う
叫
び
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。L

e Pays, 15 août 1880; A
PP, 

BA
865, 15 août 1880.

（
43
）	L

e D
roit du peuple, 13 juin et 18 juillet 1880.

（
44
）	L

e C
onstitutionnel, 18 octobre 1880.
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（
45
）	Cité par L

e Petit caporal, 20 octobre 1880.
（
46
）	

最
初
期
に
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
コ
ミ
テ
で
あ

り
、
私
的
集
会
が
開
か
れ
た
通
り
の
名
前
が
取
ら
れ
て
い
る
。A

PP,  

BA
865, 7 septem

bre 1880. 

そ
の
他
、
ア
ミ
ー
グ
家
や
カ
サ
ニ
ャ
ッ

ク
家
で
も
私
的
集
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

（
47
）	A

PP, BA
999, 19 et 25 novem

bre, et 3 décem
bre 1880; 

A
PP, BA

865, 3 décem
bre 1880 et 23 m

ars 1881.

（
48
）	A

PP, BA
865, 23 et 30 avril, et 2 m

ai 1881; L
e Petit 

caporal, 5 m
ai 1881.

（
49
）	

特
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
側
近
が
軒
並
み
落
選
し
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派

は
大
き
な
打
撃
を
被
っ
た
。B. M

énager, op.cit., pp.320-321.

一

八
八
一
年
国
民
議
会
総
選
挙
に
向
け
た
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
運
動
に
関

し
て
も
は
以
下
を
参
照
。A

PP, BA
594, Élections Génénales à 

la D
éputation en 1881.

（
50
）	A

PP, B
A

1038, 13 septem
bre 1881; A

PP, B
A

865, 3 

décem
bre 1881; A

PP, BA
999, 3 décem

bre 1881.

（
51
）	A

PP, BA
865, 2 fevrier 1882.

（
52
）	A

PP, BA
865, 19, 20 et 22 janvier 1882.

（
53
）	H

. D
ey, « À

 nos lecteurs », L
e Petit caporal, 16 m

ars 

1882.

（
54
）	A

PP, BA
865, 19 m

ars, 5 et 8 avril 1882.

（
55
）	A

PP, BA
1038, 30 janvier, 24 fevrier et 29 m

ars 1883. 

（
56
）	L

e Petit caporal, 8 avril 1882; A
PP, BA

69, 12 avril 1882.

（
57
）	Cité par L

e Petit caporal, 18 avril 1882.

（
58
）	A

PP, BA
999, 11 m

ai 1882.

（
59
）	A

PP, BA
865, 24, 27, 28 et 30 juillet, 4 et 12 août 1882; 

A
PP, BA

999, 23, 24, 27, 28 et 30 juillet, 12 août 1882; A
PP, 

BA
1038, 22, 24 et 27 juillet, 2 et 6 août 1882.

（
60
）	A

PP, BA
62, 29 août 1882.

（
61
）	H

. D
ichard, « Le 15 A

oût 1882 », L
e Petit caporal, 16 

août 1882.

（
62
）	H

. D
ichard, « L̓Em

pire est fait », L
e Petit caporal, 17 

août 1882.

（
63
）	A

PP, BA
865, 22 août, 7 septem

bre, 9 novem
bre et 25 

décem
bre 1882.

（
64
）	A

PP, BA
62, 30 octobre et 10 novem

bre 1882.

（
65
）	A

PP, BA
1038, 22 et 31 octobre, 22, 23 et 26 novem

bre, 

et 14 décem
bre 1882; A

PP, BA
1616, 27 octobre et 1er 

novem
bre 1882; A

PP, BA
1655, 28 octobre 1882.

（
66
）	A

PP, BA
865, 25 décem

bre 1882. 

な
お
一
八
八
三
年
三
月
に

は
六
区
に
お
け
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
コ
ミ
テ
の
五
〇
条
か
ら
な
る
規

約
が
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
入
会
条
件
の
他
に
、

皇
太
子
の
遺
言
の
実
現
（
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
継
承
）
を
第
一
の
目
的

と
す
る
こ
と
や
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
成
人
と
中
央
委
員
会com

ité 



一
八
八
○
年
代
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
思
想
と
運
動

八
五

central

の
設
立
ま
で
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
と
ア
ミ
ー
グ
を
指
導
者
と

認
め
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。A

PP, BA
1616, 23 m

ars 

1883.

（
67
）	A

PP, BA
865, 2 m

ai 1883.

（
68
）	A

PP, BA
69, 8 octobre 1882.

（
69
）	A

PP, BA
999, 9 novem

bre 1882.

（
70
）	L

e Figaro, 16 janvier 1883.

（
71
）	Le Prince N

apoléon-Jérôm
e, « À

 m
es concitoyens », cité 

par L
e Figaro, 16 janvier 1883.

（
72
）	B

. M
énager, op.cit., pp.321-325; M

. B
attesti, op.cit., 

pp.532-534.

（
73
）	Cité par L

e Figaro, 18 janvier 1883.

（
74
）	A

PP, BA
62, 17 janvier 1883. 

ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
コ
ミ
テ
は
、

ア
ペ
ル
・
オ
・
プ
ー
プ
ル
の
コ
ミ
テ
で
あ
り
続
け
る
べ
き
で
あ
り
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
公
の
逮
捕
に
抗
議
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
ア
ミ
ー
グ
は

委
員
会
の
訪
問
に
対
し
て
述
べ
た
。
一
方
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
不
在

で
あ
っ
た
。

（
75
）	A

PP, BA
62, 20 janvier 1883.

（
76
）	« D
éclaration des com

ités im
périalistes de lʼappel au 

peuple », cité par L
e Pays, 20 janvier 1883.

（
77
）	A

PP, BA
1038, 29 janvier, 5 et 18 février 1883. 

ま
た
一
五

区
の
コ
ミ
テ
で
は
宣
言
文
に
よ
っ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
を
支
持
す
る
動

き
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。A

PP, BA
1655, 16 m

ai 1883.

（
78
）	A
PP, BA

1038, 8 avril 1883. 

ま
た
ジ
ョ
リ
ー
に
よ
れ
ば
こ
の
時

期
に
コ
ミ
テ
・
サ
ン
ト
ラ
ル
が
作
ら
れ
る
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
が
妨

害
し
た
た
め
に
、
効
果
的
に
機
能
す
る
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。B. 

Joly. op.cit., pp.220-221.

（
79
）	A

PP, BA
1000, 3 m

ai 1883.

（
80
）	A

PP, BA
1038, 4 m

ai 1883; A
PP, BA

1000, 30 m
ai 1883.

（
81
）	A

PP, BA
1000, 15 juin 1883.

（
82
）	A

PP, BA
1000, 25 et 31 juillet 1883.

（
83
）	A

PP, BA
1000, 30 octobre 1883.

（
84
）	L

e Pays, 3 et 5 décem
bre 1883; L

e Petit C
aporal, 6 

décem
bre 1883.

（
85
）	A

PP, BA
1000, 23, 29 et 30 décem

bre 1883; A
PP, BA

69, 

23, 29 et 30 décem
bre 1883.

（
86
）	L

e Figaro, 18 et 29 décem
bre 1883.

（
87
）	L

e Figaro, 18 janvier 1884.

（
88
）	L

e Pays, 19 janvier 1884. 

こ
の
時
期
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
派
の
活
動

が
低
調
に
な
っ
て
い
る
。A

PP, BA
1000, 15 et 25 février 1884.

（
89
）	P. de Cassagnac, « N

ʼim
porte qui! », L

e M
atin, 4 m

ars 

1884.

（
90
）	
前
掲
拙
稿
、「
ポ
ー
ル
・
ド
・
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
第
三

共
和
政
初
期
に
お
け
る
「
保
守
的
」
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
」。
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（
91
）	L. de W

itt, op.cit., pp.143-156.
（
92
）	Georges Lachaud, L

e Figaro, 25 m
ai 1884.

（
93
）	
例
え
ば
、
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
「
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
の
父
か
ら
の
独
立

は
全
く
も
っ
て
政
治
的
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

Cité par L
e M

atin, 31 m
ai 1884.

（
94
）	

ナ
ポ
レ
オ
ン
公
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
が
八
三
年
一
二
月
の
論
争
の
時

点
で
父
に
背
く
こ
と
は
な
い
と
約
束
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
承
諾
な
し

に
独
立
し
た
こ
と
は
裏
切
り
で
あ
る
と
息
子
の
行
為
を
厳
し
く
非
難

す
る
手
紙
を
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
に
送
っ
て
い
る
。A

N
, 400 A

P173, 

lettre du prince N
apoléon au prince V

ictor, 24 juin 1884.

		


な
お
、
八
四
年
に
親
元
か
ら
独
立
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
公
で
あ
る

が
、
本
格
的
に
党
派
の
運
営
に
積
極
的
に
乗
り
出
す
の
は
八
六
年
以

降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。L. de W

itt, op.cit., pp.172-186.

（
95
）	A

PP, BA
1038, 4, 8, 11 et 22 m

ai 1884.

（
96
）	P. de Cassagnac, « À

 nos am
is de Paris », L

e Petit 

caporal, 13 avril 1884.

（
97
）	P. de Cassagnac, « L̓accord », L

e M
atin, 13 m

ai 1884.

（
98
）	A

PP, BA
1000, 22 juin 1884.

（
99
）	A

PP, BA
1038, 21 juin 1884.

（
100
）	

デ
ィ
シ
ャ
ー
ル
は
反
カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す

る
こ
と
を
口
実
に
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派
と
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。A

PP, 

BA
1038, 3, 4, 8, 10, 13 et 25 juillet 1884. 

ま
た
、
強
硬
な
ヴ
ィ

ク
ト
ル
支
持
の
態
度
を
和
ら
げ
、
ア
ミ
ー
グ
路
線
の
再
建
を
図
っ
た

が
、
い
ず
れ
も
実
を
結
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。A

PP, BA
1038, 

16 août, 16 et 23 septem
bre, et 23 novem

bre 1884.　

ま
た
、

八
五
年
七
月
に
は
、
元
ジ
ェ
ロ
ー
ム
派
の
日
刊
紙
『
プ
ー
プ
ル
』Le 

Peuple

の
主
幹
に
就
任
し
た
が
、
二
ヶ
月
足
ら
ず
で
廃
刊
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。L

e Peuple, 26 jullet et 17 septem
bre 1885.

（
101
）	H

. Dichard, Lettre au prince Victor Napoléon. Le victorism
e 

et le parti bonapartiste, Paris, 1885, p.4.

（
102
）	H

. D
ichard, La fin dʼun prince. D

euxièm
e lettre au prince 

V
ictor N

apoléon, Paris, 1886, p.9.

（
103
）	J-M

. M
ayeur, op.cit., pp.162-165.

（
104
）	

例
え
ば
、カ
サ
ニ
ャ
ッ
ク
は
保
守
派
同
盟
に
よ
る
穏
健
共
和
派
と
の 

妥
協
を
支
持
し
て
い
る
。P. de Cassagnac, « Notre déclaration », 

21 m
ai 1887, Œ

uvres., t.1, pp.417-420.

（
105
）	Philippe Levillain, Boulanger. Fossoyeur de la m

onarchie, 

Paris, Flam
m

arion, pp.27-56; P. de Cassagnac, « La République 

et les catholiques », 21 m
ars 1889, Œ

uvres., t.1, pp.441-442.

（
106
）	A

PP, BA
1152, Paul Lenglé.


